南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・カンファレンスの内容は予定表を見て進めてください。
・退院支援の確認表について、どう進めていくか管理者間で検討中の為、現在はカルテ記事で飛ばして情報共有・報告をしてください。
・本日、介護訓練室から患者様が出てくることあった為、施錠をするようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・清水　浩様～12/8　10:00南山入所のため退院指示出ている。診療情報提供書依頼し、退院時処方3日分出ている。
・加賀　イト様～ご家族様来院予定であったが、来院されず。オムツ等返却と、CSプランB-①へ変更した旨伝えれず。
・服部　英喜様～GHさきおりの家から12月7日10:00の予定で受け入れ可能と返事あったことを主治医へ報告し、退院指示出ている。情報提供書依頼し、退院処方14日分処方。
・戸耒　茂様～あおば循環器クリニック受診（家族のみ）し、薬持参している。28日分処方となり、次回は1/5受診予定。入院証明書も1/5当日に取りに来院されるとのこと。
・南舘　正弘様～14:00介護保険の訪問調査実施。
・浪打　忠一様～14:00介護保険の訪問調査実施。
・今　ミヱ様～サービス付き高齢者向け住宅　ケアホーム「福の里」のオクリ様より連絡あり。訪問調査は12月8日15：00～の希望であるとのことで連絡を頂いている。
臀部に2cmの創傷あり、アズノール処方。耳の痒みあり、デルモゾール軟膏処方となっている。
・川口　ヨネ様～ご家族様が施設申込について悩んでいるとの事で施設一覧を12/6（日）か12/7（月）に取りに来るとのこと。その後、ケアマネと相談後病棟へ進捗状況報告することとなる。
・ラスムセン・エイコ様～弟様へ確認し、嗜好品(売店での購入金額)は2000円→上限なしへ変更となる。
・角谷　守通様～右臀部の褥瘡悪化傾向にて、来週の皮膚科追加予定。
＜馬渡Dr診察＞
・栃木　春子様～ハロペリドール1.5ｍｇへ減量になり、他、同内容にて継続処方。
・山田みつゑ様～レボフロキサシンが追加処方となっている。他、同内容にて継続処方。点滴終了。血糖測定継続となっている。
・馬場　貞蔵様～チアプリドが追加になり、7日分継続処方となる。
・松尾　秋男様～クエチアピンが追加処方になり、他、同内容にて継続処方。
・加賀　イト様～クエチアピンが追加処方となっている。
・佐々木　忠明様～酸化マグネシウムが追加になり、他、7日分継続処方。
・手塚　辰昭様～ロゼレムが中止になり、他、同内容にて継続処方。
＜業務改善・検討＞
ＳＳＴ
・苫米地　正義様～３ヶ月以内の再入院の為、前回入院日からの日数となり、「６ヶ月超」で入力お願いします。
・Ｂユニット内線電話のところに「ＳＳＴマニュアル」がある為、確認お願いします。
清掃業務
・小澤さんの業務内容について、今後、検討・追加・変更の可能性あり。

＜要注目患者様＞
・山田みつゑ様～朝食前血糖値104㎎/ｄℓ　イノレット8E施行。朝食全量摂取。カロビタンゼリー以外は自力動作ないため、介助要している。体温36.2℃、脈拍94回/分、血圧105/56mmHg、酸素飽和度97％。不調の訴えなし。
・中村　さつ様～朝食2/3摂取。スタッフ言葉かけにより拒否なくホールへ来られている。自発性はない。
・中市　正治様～本日の朝食は嘔気訴えあり2/3で終了。
・橋本　喜久子様～本日よりクエチアピン増量。声掛けにも自制出来ずにいる。同室者から「うるさい」「休めない」等 不満聞かれている。
・清水　浩様～A・Bユニット間の往復頻回。スタッフ言葉かけには「普通に歩いてました」との返答。
・中村　春雄様～夜間、口渇訴え頻回に来詰。都度量を調整し対応。対応後も飲水した事を忘れ頻回に来詰。再三の説明に表情を硬くし「俺が飲むって行ってるんだぞ」と口調を強める様子有り。朝になると忘れている。
・田沼　清子様～他者干渉・付きまといは続いている。
・松森　英作様～他居室ベッドにて休まれている場面あり自室へ誘導。介入への拒否・易怒性なし。
・角谷　守通様～車椅子上で閉眼されている。声掛けには開眼し指示動作可能で、拒否的な面はない。自力摂取せず介助にて朝食2/3摂取。右臀部の褥瘡悪化傾向。5.0×3.0㎝大で一部白色の壊死組織あり。アズノール+パーミロール保護している。
・加賀　イト様～ホールにて過ごされる。対面時には表情・口調共に穏やかにされており身体不調訴えなし。ハルンバック弄り頻回の為、ズボン内にチューブを通すと少し落ち着いている。
・岡村　トミ様～内服時、錠剤、散剤と自分流の飲み方を訴えてくる。内服に時間要するが拒薬はない。日常生活は自立。
・鈴木　徳美様～オムツ内の黒赤色の下血10㎝×10㎝台にあり。尿漏れもあり。
・高橋　千代子様～体熱感あり、体温37.7℃　風邪症状なく朝食2/3摂取される。臥床しクーリング対応。
